
取締役・監査役選任理由

選任理由氏名

安藤 宏基

安藤宏基氏は、長年に亘り、当社の代表取締役社長として当社及び当社グループを統括しており、豊富な経験と実績に裏打ちされ
た高い見識、高度な専門性に基づき、ガバナンス等の基盤強化、業務執行に対する監督、重大なリスクへの予見、対応を適切に行っ
ております。また、2021年５月に発表した中長期成長戦略の成就に向け、強いリーダーシップを発揮しており、利益ポートフォリオ
のシフトを実現しつつ、並行して持続的成長を主導しております。
これらのことから、今後の当社グループの企業価値向上に必要な人材と判断しました。

安藤 徳隆

横山 之雄

小林 健

安藤徳隆氏は、入社以来、戦略部門やマーケティング部門等の主要部門を率い、また、2008年以降は、取締役として、経営の意思決
定及び業務執行の監督機能の中核を担っております。現在は、当社代表取締役副社長・COOを務めるとともに、当社グループの中
核会社である日清食品（株）の代表取締役社長を兼務し、2021年５月に発表した中長期成長戦略の成就に向け、既存事業のさらな
る成長及び新規事業の推進を牽引するなど、COOかつ事業会社社長として強いリーダーシップを発揮しております。
これらのことから、今後の当社グループの企業価値向上に必要な人材と判断しました。

横山之雄氏は、（株）みずほ銀行の執行役員を経て当社に入社以来、執行役員財務部長として財務部門を経験し、2010年以降は取
締役・CFOとして財務部門を統括し、当社グループの強固な財務体質の構築に大きく貢献しております。また、2021年４月のCSO
就任以降は中長期成長戦略の成就に向けて強いリーダーシップを発揮しております。
これらのことから、その高い専門性と見識、前職も含めた幅広い経験が今後の当社グループの企業価値向上に必要な人材と判断し
ました。

小林健氏は、三菱商事（株）入社以来、要職を歴任し、2010年６月から2016年３月まで社長を、2016年４月から2022年３月まで会
長として取締役会の議長を、2022年４月からは相談役を務められ、同社における豊富な業務経験と、総合商社の経営者としての実
績に基づくすぐれた見識を有されています。また、2022年11月からは東京商工会議所及び日本商工会議所の会頭も務められ経済
に関する幅広い知見を有されていることから、今後の当社グループの企業価値向上に必要な人材と判断しました。
同氏には、上記のような観点から、取締役の業務執行の監視・監督の役割を果たしていただくことをはじめ、特に、企業経営トップ
の視点で、経営の意思決定に際して客観的な立場で意見を述べ、判断を行っていただくことを期待しております。

岡藤 正広

岡藤正広氏は、伊藤忠商事（株）入社以来、主に繊維関連事業に従事し、繊維カンパニープレジデントを経て、2010年４月から
2018年３月まで社長を、また、2018年４月からは会長CEOを務められ、同社における豊富な経験と、総合商社の経営者としての実
績に基づくすぐれた見識を有されていることから、今後の当社グループの企業価値向上に必要な人材と判断しました。
同氏には、上記のような観点から、取締役の業務執行の監視・監督の役割を果たしていただくことをはじめ、特に、企業経営トップ
の視点で、経営の意思決定に際して客観的な立場で意見を述べ、判断を行っていただくことを期待しております。

水野 正人

水野正人氏は、美津濃（株）入社以来、30年以上にわたり同社を経営されてきて得られた豊富な経験とすぐれた見識を有されてい
ることから、今後の当社グループの企業価値向上に必要な人材と判断しました。
同氏には、上記のような観点から、取締役の業務執行の監視・監督の役割を果たしていただくことをはじめ、特に、企業経営トップ
の視点で、また、取締役会の諮問機関である経営諮問委員会の委員長として議論をリードされた実績から、経営の意思決定に際し
て客観的な立場で意見を述べ、判断を行っていただくことを期待しております。
なお、同氏が相談役会長を務められております美津濃（株）と当社グループは特段の取引関係はありませんので、一般株主と利益相
反が生じるおそれはないと判断しております。

中川 有紀子

中川有紀子氏は、商学博士として国内外の教育機関で教鞭をとる等、人的資本経営、グローバル人材の育成の専門家としての長年
のビジネス経験と学識者としての知見や見識を有されていることから、今後の当社グループの企業価値向上に必要な人材と判断し
ました。
同氏には、直接企業経営に関与された経験はありませんが、上記のような観点から、その高い専門性と見識に基づき、客観的な視
点で独立性及び公平性をもって、企業経営に対する監視や助言等の職務を適切に遂行し取締役の業務執行の監視・監督の役割を
果たしていただくこと、特に、人的資本経営、グローバル人材の育成の専門家として、また、取締役会の諮問機関である経営諮問委
員会の副委員長として委員長をサポートして議論をリードされた実績から、積極的に意見を述べ、判断を行っていただくことを期
待しております。
なお、同氏が社外取締役を務められております東邦亜鉛（株）と当社グループは特段の取引関係はありません。また、同氏が社外取
締役を務められております（株）マクロミルと当社グループは取引がありますが、その取引額は双方から見て売上の0.4%未満であ
り、一般株主と利益相反が生じるおそれはないと判断しております。

選任理由氏名

櫻庭 英悦

小笠原 由佳

櫻庭英悦氏は、農林水産省において食料産業局長等の要職を歴任し、また、高崎健康福祉大学にて特命学長補佐として大学と産業界、金

融業界との連携について助言活動を行うほか農学部にて農業の六次産業化等の教鞭をとられており、これらの豊富な経験と、食の安全・

安心や食品分野における環境問題の専門家としてのすぐれた見識を有されていることから、今後の当社グループの企業価値向上に必要な

人材と判断しました。

同氏には、直接企業経営に関与された経験はありませんが、上記のような観点から、その高い専門性と見識に基づき、客観的な視点で独立性

及び公平性をもって、企業経営に対する監視や助言等の職務を適切に遂行し取締役の業務執行の監視・監督の役割を果たしていただくこ

と、特に、食の安全・安心や食品分野における環境問題の専門家として積極的に意見を述べ、判断を行っていただくことを期待しております。

なお、同氏が理事長を務められております(一社)環境にやさしいプラスチック容器包装協会と当社グループ、特命学長補佐・客員教授を務

められております高崎健康福祉大学と当社グループは特段の取引関係はありませんので、一般株主と利益相反が生じるおそれはないと判

断しております。

小笠原由佳氏は、政府系金融機関での国際金融業務、外資系コンサルティング会社での民間公益活動、独立行政法人国際協力機構での海

外支援業務、一般財団法人でのインパクト投資等、行政・民間・公益という異なるセクターで、利益追求と同時に社会へのインパクトを創出

する活動（インパクト投資等）において20年以上のビジネス経験があり、現在も、経営及び政策コンサルティング分野においてその経験を

活かした活動を継続されております。また、同氏は、かかる経験に基づく、サステナビリティ経営についての先進的かつすぐれた見識も有さ

れていることから、今後の当社グループの企業価値向上に必要な人材と判断しました。

同氏には、上記のような観点から、その専門性と見識に基づき、客観的な視点で独立性及び公平性をもって、企業経営に対する監視や助言

等の職務を適切に遂行し取締役の業務執行の監視・監督の役割を果たしていただくこと、特に、サステナビリティ経営に関する専門家とし

て積極的に意見を述べ、判断を行っていただくことを期待しております。

なお、同氏が社外監査役を務められておりますRennovater（株）と当社グループ、取締役を務められております（株）藤村総合研究所と当社

グループは、特段の取引関係はありませんので、一般株主と利益相反が生じるおそれはないと判断しております。

澤井 政彦

澤井政彦氏は、入社以来国内・海外（香港、米国）の財務経理部門に所属し、財務経理部部長、米国日清CFOを経験する等、事業会社の財

務体制やガバナンスに関する高い専門性と見識を有しております。また、2018年からは監査役として当社グループ会社の監査役を兼任し、

取締役会と内部監査部門との連携強化を実践する等、監査役としての監査機能を発揮しております。

これらのことから、同氏の専門性を当社グループの監査に活かすことができると判断しました。

亀井 温裕

亀井温裕氏は、（株）富士銀行（現 （株）みずほ銀行）、みずほ証券（株）等、金融業界で長く勤務された経験があること、また、みずほキャピタル

パートナーズ（株）（現 MCPパートナーズ（株））の代表取締役社長、コバルトインベストメント（株）の取締役、キョーリン製薬ホールディング

ス（株）（現杏林製薬（株））の社外監査役を務められる等、会社経営にも精通されていることから、同氏の財務・会計の専門家としての知見

及び経営者としての豊富な経験を当社グループの監査に反映することができると判断しました。

なお、当社グループと取引関係があるみずほ証券（株）は、同氏が退任されて13年以上経過していることから、一般株主と利益相反が生じる

おそれはないと判断しております。

道 あゆみ

道あゆみ氏は、金融、メーカー、メディア、流通等の企業法務の他、損害賠償請求事件等民事事件、家事事件を多数手掛けてこられました。

弁護士会では、東京弁護士会、日本弁護士連合会の両性の平等に関する委員会で委員長を歴任されるなど、人権擁護にも携わり、米国

ロースクール（LL.M.）留学中もこうした分野を専攻されています。その後も弁護士会の複数の役職を務められ、国際分野、自治体、企業の

法律支援等に関わるテーマを担当されています。役職在任時には組織のマネジメント（労務、人事、各種リスク管理等）を経験され、直近で

は、（株）SBI新生銀行の社外取締役を務められています。以上より、同氏の法務専門家としての豊富な経験を当社グループの監査に生かす

ことができると判断しました。

同氏には、直接企業経営に関与された経験はありませんが、弁護士として民事・商事等の法務に精通しており、上記の理由により社外監査

役としての職務を適切に遂行できるものと判断しております。

なお、同氏が所属されております弁護士法人早稲田大学リーガル・クリニックと当社グループ、社外取締役を務められております（株）SBI新

生銀行と当社グループは特段の取引がないことから、一般株主と利益相反が生じる恐れはないと判断しております。

2023年6月28日現在


